
１．早期水稲の現状
　宮崎県では台風による被害を避けるため，１９０７年
頃から早期水稲の作付けが行われている。過去には
冷夏・日照不足・台風上陸等の影響により，平年以
下の作況の年も少なくないが，２００７年産の作況は
「４３」と最低の作況であった（第１０５図）。
　１等米比率は気象災害等により極端に低い年もあ
るが，２００７年産は「０．４％」と最低の割合で，その
格下げ要因の多くは「乳白粒」であった（第１０６図）。
　
２．２００７年産早期水稲
１）気象概況
　６月下旬は高温・少雨・多照であったが，７月は
低温・多雨・寡照で推移した（第９０表）。また，７月
１４日に台風４号（第１０７図），８月２日に台風５号が

接近し，強風（通過後には特に乾燥風）に見舞われ
た。
２）収量構成要素および収量
　収量低下はm２ 当たりの籾数，登熟歩合および千
粒重が低くなったためで，それらの低下の原因は台
風４号の強風による籾すれ・葉先裂傷と通過後の乾
燥風，出穂直後の７月上旬から中旬の日照不足の影
響が大きいと考えられる（第９０表）。特に登熟歩合
は台風通過後の乾燥風による白籾の発生等により，
大きく低下したと考えられる。
３）品質
　品質低下は台風４号の強風および通過後の乾燥風
と出穂後の日照不足による影響が大きいと考えられ
る（第９０表）。台風の強風等の影響は，出穂直後で
は白穂の発生による減収の原因となり，乳熟期・糊
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第１０５図　宮崎県における早期水稲の作況指数の推移（１９６５〜２００７年）

第１０６図　宮崎県における早期水稲の１等米比率の推移（１９７５〜２００７年）

Ⅵ．早期水稲の登熟不良への対応



熟期では品質低下の原因となると考えられる。
　
３．作柄・品質低下対策
１）出穂期分散・品種
　２００７年は台風４号と登熟期における長期間の日照

不足により，移植日に関係なく著しい品質低下が発
生した（第９１表〜第９３表）。危険の分散のため，現
在の作期（早期水稲およ普通期水稲）の維持に加え，
同作期では，出穂期が異なるよう移植期を変える，
異なる品種を作付けするなどの指導を行っている。

森田ら：九州産水稲の品質・作柄低下要因
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第１０７図　２００７年における台風４号通過前後の気象データ（宮崎市）
横軸は時刻，縦軸は左側が気温（℃），右側が相対湿度（％）と風速（m／s）。台風は７月１４日１５時頃に宮崎市
を通過したとみられた。

第９０表　宮崎県総農試における２００７年の気象データ，生育ステージおよび台風上陸日
８月
上旬下旬

７月
中旬上旬下旬

６月
中旬上旬下旬

５月
中旬上旬下旬

４月
中旬上旬

３月
下旬

気象
要素

℃
平均
気温

２６．６２７．６２５．４２５．５２６．５２２．１２０．３２１．１１９．５１９．１１７．５１４．５１３．６１５．７２００４
２７．３２７．２２７．４２６．１２４．５２２．９２１．８２０．４１９．８１８．８１７．６１６．１１４．６１２．７平年
－０．９　０．４－２　－０．６　２－０．８－１．５０．７－０．３　０．３－０．１－１．６　－１３平年差

㎜
積算
雨量

２３６１３４０２７９９０１９５６５２２２７１３０６８５１１４２９２００４
８３１１８６７９５１４６１５９１１７８１８４８０７３８０７０８０６平年
２８３１５０７２９３６１１２２５６２７３２１６２９３６４２０３６平年比

h

日照
時間

７２１００６３４０７３５０７３８６９５７７７０８２６４８５２００４
８１８５７４６７５１４８６２７２６５６５６８６６６７６５平年
８９１１８８５５９１４３１０２１１７１１９１４５１１９１０２１２４９６１３０平年比

△６／２３　　　　　　（出穂後２１日）　　○３／１６移植
△６／２６　　　　　（出穂後１８日）　　○３／２３移植
△６／２７　　　　（出穂後１７日）　　○３／３０移植
△６／２８　　　（出穂後１６日）　　○４／６移植

×７／１４　　　台風上陸
注１）○：移植，△：出穂期，×：台風上陸。
　２）６月下旬は高温・少雨・多照であったが，７月は低温・多雨・寡照で推移した。
　　　また，７月１４日は台風４号，８月２日は台風５号が接近し，強風および通過後には乾燥風に見舞われた。
　３）（　）内は台風通過時の出穂後日数を示す。



２）収穫前品質判定
　２００７年産早期水稲は，立毛状態では極端な品質低
下を予測できなかったために，共済に申請しなかっ
た生産者が多かった。それを受け現在普及センター
を中心として，収穫７〜１０日前に玄米の品質調査を
行っている。品質調査は地域の平均的な水田から５
株程度を刈り取り，乾燥・籾すり後，１．８mmで
篩った玄米を用いて，検査員により等級を付けても
らう。今後の課題として，調査可能時期および簡易
調査法等の検討を行う必要がある。

３）資材による品質低下抑制対策
　気象災害に負けない稲体作りを目標として，様々
な資材試験を行っている。資材としては，光合成速
度を高くする効果が期待できるカリウムや，受光体
勢の改良効果が期待できるケイ酸質資材等を用いて
いる。試験は，人為的に日照不足条件や強風条件を
造り行っており，資材による品質低下抑制効果を期
待している。
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第９１表　２００７年産早期水稲コシヒカリの収量，収量構成要素および白籾割合（宮崎県総農試）
白籾
割合
（％）

玄米
千粒重
（g）

登熟
歩合
（％）

１穂
籾数
（粒）

穂数

（本／㎡）

平年比

（％）

精玄
米重

（㎏／１０a）
年次移植日

（月／日）
７．３２０８５．９４９．０５１３９９４４３２００７３／１６
－２０．６８３．４５２．３４９７１００４４７平年
９．１１９．７７８．８５０．０５２４８５４４４２００７３／２３
－２１．１８１．３６０．３５０１１００５２４平年
１８．５１９．２６４．４５４．０５５５７５４１３２００７３／３０
－２１．２８１．５６１．８５１７１００５４８平年
２７．３２１．４７０６０．５４７４８３４３９２００７４／６
－２１．３８４５８．３５０１１００５３０平年

第９２表　２００７年産早期水稲コシヒカリの品質判定機による調査結果と検査等級（宮崎県総農試）
格下げ
要因

検査
等級砕粒胴割粒着色粒死米被害粒未熟粒整粒移植日

％
乳白粒規格外０．８１３．５０．１２．０１．１３０．９４４．９３／１６
乳白粒規格外１．２１０．１０．２６．０４．３４３．８３４．４３／２３
乳白粒規格外１．５１０．６０．３９．３７．８４３．１２７．３３／３０
乳白粒規格外１．１　８．２０．１３．４１．９４５．５３７．０４／６

注）品質は品質判定機（RS－２０００X，静岡製機）を用いて測定。

第９３表　２００７年産ヒノヒカリの目視による品質調査結果（宮崎県総農試）

茶米青未熟
粒

白 未 熟 粒
完全粒移植日

合計基部
未熟粒背白粒腹白粒心白粒乳白粒

％
１．５２．９３６．７９．６９．８０．６０．４１６．３５３．６３／１６
５．８４．４４８．０１０．３８．１１．８０．９２６．９３７．４３／２３
１１．２　６．６５８．０９．７６．６３．００．４３８．３２０．２３／３０
４．２７．７６１．３１４．３６．８５．６２．３３２．３２１．６４／６

注）品質は目視調査による。


